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見直しの視点①
園で展開される主な活動
について
・プロセスや必要な体験に
沿ったものになっているか？
・期待する子ども像に向かっ
ていくものになっているか
（資質・能力が育まれるよう
なものになっているか）？

見直しの視点②
園・小どちらも「期待する子
ども（像）を育てるために必
要な「指導上の配慮事項」
は他にはないか？

見直しの視点③
幼小の連携についても記入
した方がいいのではないか？
⇒項目の追加

見直しの視点④

「家庭や地域との連
携」の取組は他にな
いか？

見直しの視点①
小学校の生活科を中心
とした単元構成について
・幼児期からつながる「幼
児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」
・合科的・関連的指導
等の見直し

見直しの視点
竹田市架け橋期のカリキュラム（南部幼小モデルプラン）
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４．年間指導計画 （南部幼稚園 ５歳児） 

ぽi和6年度竹田市立南部幼稚園 年闇指導計画 I
園の教育目標 ；心豊 かでたくましく生きる子どもの育成 めざす固児像：かんがえる子やさしい子たくましい子

架け栢期に期待する十ども像（竹田市 ） ＊考 えをもち表現する子 ＊伝え合い慈め合う子 ＊探究心をもち粘り強く取り組む十

◎体を十分に動かして、いろいろな運動や遊びに進んで取り組む（戸外で友だちと一緒にするなど）
し協同することを楽しむ（考える、伝え合う、工夫する認め合う協力謬具通しをもつ折り合いをつける、几ールの共有など）

仕`組みに気づくなど）

を使う、かく、つくるなど）

言言言口I喜言饗言合i三

育みたい賣質艶カ

ね

ら

い

と

内

容

C らい

・内容

0教師や友だちと一緒に生活したり、遊んだりす

る楽しさを味わう

・自分C好きな遊びを見つけ．気の合う友だちと

一緒に楽しむ

・自分の息いを言葉で表現する

・戸外で積極的に体を動かして遊ぶことを楽し

む

• いるいるな素材を使って息， 9 V)ままに描いたり

作ったりす名

・絵本や紙芝居に親しむ

0自分の身の回りのことを自分でLようとする

衣服の着脱．食事 片`づけ．平洗いなどの生活

に必要な活動を自分ですて

・幼葎国における生活の仕方が分かり、見通しを

らて行勤すで

0困生活に必要な決まりがあることを知り、守ろ

うとする

・友だちと遊んだり、生活したりする中で．決まり

の大切さに気づく

・危険な坦所や遊び方が分かり安全に気をつけ

具や用具を正しく伎う

0友だちと0)かかわりを探め、思いを出し合いながら

澤広げる

京 だと同じ目的をもち、考えを出L合っで遊びを楽し

む

・自分の言いたいことを相手に分かるように話し，友だち

の記も関こうとする

• さまざまな素材に触れ．試したり工夫したりLながら滋

現する

・絵本や蚕益図鑑などを見たり問いたりし 想像する

ことを楽しむ

0栂雨期や夏の隧醗な過ごし方を知る

・慨雨期や夏の生活の仕方が分かり．自分で汗ll)始

末や衣服の調節、水分補飴をする

・戸外遊びにお加し、全身を使ってダイナックに遊びを

楽しむとともに通印］な休Eの取り方に気づく

0逝びや生活の中で必要なルールと自分たちで決め

守ろうとする

・遊びの中での恩いや感情(l)いき違いを通じて．相手の

持ちを分かろうとする

・坦びや生活の中で、困ったことや気づいたことを出L
合い._ft,ー／レや約東ごとを決める

• いろいろな遊具や用具に関心をもら望まLい使い方
を知る

・進んで片付けをLたり，当番活動に意欲をもって取り

組んだりする

・食事辺大切さを知り、燻いな物でも食べてみようとす

る

予想される

主な活動

砂あそびままごと 大型積木プロック
忍者ごっこ こいのぽりつくり
カエル•ヽ ツマグロヒ ョウモンなどの飼百
朝蕊．ミ＝トマトの栽培

よろしくねの会(1年生との交llli.l

砂．＊．泥あそび
箱．段ポールあそび
かえるごっこ みんなの海つくり

シャポン王あそび ブールあそび

等 I七夕飾りつくり（］年生との交汲） 等

m期(g月 10月 ll月 12月）

〇身近な自然や事＊を見たり触れたり して．考えたり愛着をも

ったりする
・植物の栽培に関心をもち、成長を楽しみに世話をする

・手節の変化に気づき収穫を喜んだり．自然物を使っているい

るな遊びをしたりする

・地域の方々と芋の収穫を迂して触れ合い｀親しみをもっ

0友だちと 共通の目的に向かって瓦いの思いや考えを受け

入れ合いながら、遵びをすすめていく

・共通のめあてに向かって役割を分担したり力を合わせたりし

て遊びを進めていこうと十る

・友だちと遵ぶ中で＊可いのよさを認め合ったり、協力し合った

りすち

・友だちとのトラプルを、自分たちで解決Lようと考えを出し合

ぅ
• さまざまな宗材や用具を利用Lてイメージを膨らませ．友だち
と製作活動に取り組む

給本や物寄などに親Lみ、友だちと話を共有して劇や日葉あ

そびを楽しむ

• いろいろな楽器や召色に親Lみ友；だ翠一緒1こ歌ったり合

Lたりすそことを楽しむ

0生活のきまりを守り、隧康な生活の習慣を兵に付ける

病気の予防に関心をもち点諒な生活に必要な生活習慣を

井に付ける

災審的などの行動の仕方が分かり先生や友だちと一緒に頃

敏に避甦元

・自分たちで生括の場を整えながら見通しをもって行動する

・必要に応じて手洗いや汗の始末や水分補給をする

0いろいろな活動に敗り組む中で、 自分の力を十分に発揮

し泊足感や達成感を味わう

・運動あそび1こ意欲的に取り組み．友だちと体を動かLて粗ぶ

心地よさを味わう

・自分なり(l)めあてに向かって．友だちと刺激し合いながらな

わとびやフラフープなどのチャレンゾあそびに取り組む

・友だちとやり方を教え合ったり、でさるようになったことを一緒

に喜んだりする

・自分の思いや考えたことをすすんで話す

運動会ごっこ 秋のお店屋さんごっこ

チャレンジあそび（なわとび、フラフープ．．こままわしなど）
表現あそび（合葵オペレッタなど）
パンジー．ヒヤシンスなどの栽培

あそひ祭り (1年生との交流

IV期（［月 2月 3月）

0小学校入学への党符や喜びをもち、行事や活動を返して

自分の成長を感じ身近な人やもの1こ慮甜の気持ちをもっ
・自分の生活にかかわりの探い人達に感討の気持ちをもっ

・冬の事象に興昧をもち、それを取り入れて遊んだり、槙物の

成長：の様子などから名の訪れに気づいたりする

・小学校入学：への期符をもち、店を注意してflllいたり、括動に

函張ったりする

・友だと遊びや生活を進めていく中で ク`ラスの一員として

の自覚をもっ

0一人一人が自分らしさを大切にし、可いを認め合いながら

共通の目的に向かって遵びを進め、安心慮や安定愈を"'・

ゎぅ
・友だちとの会話を楽しみ、気持ち(l)洒じ合う心地よさを祐わ

ぅ
・簡単な文字や数などに興味をもち、ゆうびんやさんごっこを

楽しんだり．日常生活に取り入れて使ったりする

• 自分たちで遊び方を考えたり．ルールを決めたり L℃みん
なで楽しむ

・トラプルや疑間匡った事などを．自分たちで解決していこう

とする

・日本の伝慕2文化に親しみ、生活の中に取り入れて遊ぶ

0生活や活動の見通しをもち．進んで行動できるようになる

・体と食べ拘の関係を知り、iii)でも食べようとする

・遊びや生活にけじめをもち、自分で考えて行動する

• 国生活の中でやっていい事と悪いことを自分で考え．場面
に応じた行動をする

0難しいことにも自信をもって取り組み、やり遂げようとする

・寒さに只け和分に体を動かして．いろいダは運動やあそび

に取り組む

• 自分なりのめあてをもち、粘り強くなわとびや柑久走に取り
組む

お正月のあそび（ゆうびんやさんごっこ` 手作りかるた、手作り
すごろくなどl
鬼つくり
氷つくり

等 I凧つくり （］年生との交滋） 等

考えをもち
表現する子

0ものの性質や

仕組みなどを感じ
取ったり笠づいた

りする

（知 •技の基礎）

0豊かな言葉や
表現を共につけ
る

（知 •技の茎還）

0経験したことや
じたこと、考え

たことなどを表現

る．（思・判・表

の基護

0自分と異なる
考え1こ女づき互い

の守えなどを共

打する

（知・技の茎還）

0自ら判断したり
考え直したりす

る。（思 • 判•安の

茎遜
0女だちと守えを
共有し．共通の目

的に向かって取り

餌む（"f.・}..)

〇守える` 予想
す、試ォ・、エ夫

・るなどする（恩
判•表の基運｝

0自分r/)やりた

いことなあきら
めずにや遵げ

る（学-),.)

0新しい芳えを
生み出す喜びを

味わいながら日
分,/J)考えをより

良いものにする
（ヴ； • 人）



 

（南部小学校 第１学年） 
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「スタートカリキュラム」計画・実施の留意点

安心をつくる時間・弾力的な時間の運用から，生活科を中心
とした学習活動，合科的・関連的学習活動の工夫へ，教科等
中心の学習活動の工夫へと移行していく。

〇はじめの時期は安心して学習がスタートできるように，音楽や 
読み聞かせ，園で慣れ親しんだ体操等を１時間目におこなう。
〇見通しをもってできる・視覚的に理解できる・協働的に学べる 
ように安心して学べる環境構成をおこなう。
〇ペア・グループ・学級・学校全体へと関わりを広げる支援をお
こなう。
〇体験活動を取り入れる。
〇課題への出合わせ方，児童の意識の流れ，振り返りを大切に 
して指導計画を立てる。
〇「園ではどうしてた？」「どう思う？」「どうしたらいいと思う？」な  
ど経験の想起・思考を促し，交流し合う言葉かけをおこなう。

＊おおむね5週間をめやすとするが，子どもの状況に応じて計画
を変更する。

＊「スタートカリキュラム」の実施状況について，園とも共有し，適
宜見直しをおこなう。

安心 成長 自立

＊例として第１週目から３週目までを掲載

令和6年度 南部小学校スタートカリキュラム週案
第1週

はじめまして小学校

〇心をほぐし、安心して過ごすことができる． 0自分でできることをふやすことができる．

かる．
方ヽがわかる．

：際の人やグルーブの人と話したり、体を動かしたりすることができる．

月日 1日目 2日目 3B目 4日目 5日目
日 B

予定 入学式

＇ : の品しかた 噌朝の会 • 朝の；察
•囀の会

湖の会 ~戴 のしかた ・II.戴観察 ・健庫 ・鍵慮繊寮

学る・入．学式の豆れを知
音 ぽら身、体乎だをら遊動とびか款をしLしなたた，）がリし、て 音 ら身口噌体乎心を避動とびか;;t•Lをしし心たたりがりし，て

体 カエルの惇投 体カエルの体揖，

名前を呼ばれたら 学 圃日のき事以（週.屯.辿おか休.み.の どんなうたがあるか
9時rillめ 字返事をすることを知 音 戴作し9)く9道ぶ．（かかわり 音 庫作し1）く)避ぷ．［かかわり 董な

如1方レやを.ス知リる.”． • tの 学 ・`ドfレや・スリッパの複 責檎や複出物ができ
，^子役手割ャをイ知ムるの．放送の 量 a9手のl拍I単子り など

学印9 い力を覚える． 学ているか罐かめと ,t 

行 学カ＇ー分のの使机い・方ロをッ覚 Illよ．がる四しくねがこついて饂 よるしくね 国 ・立ち方 正`しい淫
国 ．目己細『こつLて知 り方ができる。

2時間め 行久．学式に参加す 今浦方を真覚摂え出る物．の出し・Ill ヤきな知を出し合 Ill るIJ)鰊・ベ冒アをすでる目．己闘介
国認伯し肇初のめ記ての方名を前譴

る． いのを．伝きえめたるい．．奸クきなも
宇 ・用具畏出物を出

クレヨン
・主体で日己紹介 Ill を書く。

行
してみる

図喰い力を知る． Illの練習をすか

中休み

生 国 ・の・字ill紀事をり書の力くttを峙万知の心プ姿リ勢ンやト図す●●き分なのものすきいなっIもれのヽ 違みんなでたのしく 叫叫わうがくわっもこどうきどきしょ

生 お心6姉年さ生んのとお遊兄1まさうん。
図 をかく

道 円認忠宕詮況べ
・校會外で見た場

3時r.;iめ Ill給筆の持ち方を知る．
所ら人について話

Ill き遍．切運な筆肇rこヽ巴●でれ糠るを．書 図 ・友だらのすきなも 道 秦しく遊ぶためのき 合 、＇
生 のを饉貫する． まりを譴認する．

生生 京．・教臣を検誌確すの認る引す計牢る目の．下的、
字朋日の予定を知 学 ＇まおい便方りをや覚珀え霧るの。し 宇ま•おい便方LJをや覚荷え物るの． し 生わうがくわっこくどうきどきしょ

る。
みんなで探検する．

学 ・登校時に戴色がナ
--- - - - - -

生 ど・しんょなうがとこっるこかうつなて4時間め ることを知る。 宇＂ 宇" 生

9藷たらうンド五9いや
学―方.mを知：のる―皐．臓の仕 学 方・給を食知のる寧． 圃の仕

生合・園うでの経験を出し 生・溢り返りをする曇
学 羅て如人れるこ庄・幻 る．

きゅうしょく •· 絵輪貪食＇ 叫の食•べ"'力仕方を鳳る •・綸給貪貪¢の'畢貪•ぺの方仕方を見る •馳食〇諷•の仕方をJl.6 •輪寅の畢•"'仕方を見る
・給食の貪ベカ •給貪の貪ベカ

ひるやすみ 、輸食の片づIf方 •給食の片づ l七9 ・輪食の片づ1七汀 •綸貪の片づけ力

そうじ ・ゴミ拾い ・ゴミ拾い 播餘の仕方を知る 掃餘の仕方を知る

学 ・帰りの渾偏 宇 ・帰りの準偏 学・掃鯰をする。 ・学校探該でみつけ
・掃りの会 ・帰りの会 生たことを絵に玉す。

5時間め
・学・す・下る校の・仕方を確認 学す・下る校の・仕方を確誌．学 ． ＂ ． 

生
-- . . .  ...  

学鼠リ還，）5 る． 生・地国にまとめる。

合科的閲運 國•・お道工兄毯作知： 学： りク校還レのヨ足ンきでのま行使りわはいれ`方るみを日ん学己なび紹が介楽好にしきくむな安けも金のてr のゴ••邑絵• (1)ごをす国かた甜かめ：せ日のる己も．紹の介でのあ仕るこ方とやを話知すらJ1iせのる大．きさなどについて学習する．し四
的な内答

得嘉醤温脳此＇乱犠甕望盈滋を持ち直涵叩 ．． 

教邸の支援
・提出鞠・トイレ・籠餃の利用・給貪書幼琵と違うとこるがあるのできま，）をわかりやすく提；；；し縁ーする （違いを帽さえるようにする）

かかわり
•・ 5麟つの保幼から葦るので．昼林みは避ぺる範国を凍めて・1!11で遊べるよlこし麟見知LM,作，れるよう1ご働きかける．

国語 3,7 体＂ 0.7 
重凶 0.0 9..E I 0 

時数 生活 5.0 学級活動 87 
ぢ柔； 2..0 五fT囀鼻 I 0 

図iilii工作 13 



令和6年度 南部小学校スタートカリキュラム週案
令和6年度 南部小学校スタートカリキュラム週案

第3週

2週

アー—マ

くなる．o教室や利用施設のきまりを意謙してすごすことができる。〇楽しかったこ
ことができる．．
ブーゼタ・ビン）を憲蕊して話を聞くことができる．②きまり：授彙中のきまりを憲樟して過ご

③かかわる：他幼録の子や先生たちと話したり、体を勁かすごとができる．

くなる。〇敦室や利用施設のきまりを意謙してすごすことができる．o楽しかったこ
ことができる。

一括す聞＜：話の聞き方（グー疇ビクビン）を憲置して話を聞（ことができる。②きまり＇：授婁中のきまりを璽撫して過ご
すことができる。伽ヽかわる飽幼僚の子や；；；主たらと話したり疇体を動かすことができる．

? |9 呻 目 闘
云

"日 目 1281目 13日目 u：日目l 151日目I

・蜻の会
朝の会 l・霞庫雌寮

＇ドの会
'●摩籟嘗

・囀(l)会
・量庫蟻霞 朝の会
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図出し合う． 生人を絵に表す．

図：書いた桧を廃せ合• 生羞り返りをする．
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道

きゆうしょく

ひるやすみ

本格印な掃踪
lf|仁I Iた 1 • もう一反会ってみた 1 "" I ただしくかこう

•かいてみよう

・霞●おれま約1ご
気を付けてなぞる．

磁 ・h| ld •練鬱する． 9|吋 叫砂｝ント

せ、学校揖検でわかったことを絃に表したり発表させる。
学の様子を知りg安心して過ごせる場所であることを感じさせる．．

きゅうしょ（

ひるやすみ

そうじ

5時間

学お仕事をしよっ

4時『印め 1学 は薔の仕事

学係の仕事

亨 9:

................................................................................................................................................................. 
・学校探検を中心に」3分たちが過ごす場所について環いhをもてるようにする。

教品の支援・音楽や体育で1:1:、ペア活勁を噌やし友だらと関りが噌えるような活動を恵鑢し取り入れる。
かかわり •関から静へ活”を移行する時与遊びや該み聞かせを行い、心を落ち●かせる骨

ー・..-.ー・塁ーーとを黒板に掲示する．一視覚的な手立て

合科的閲遅巨諒辱亨平碑蒻ーことー． 記；；；•とさ1i韮年四滋響臨匹上燐悶嘉
的な内容安心感を冑む．

:!! 
教師の支援学校探核では、グルーブでの学習をZとし、グループ学習に取り組む。 その際.~IIの必蔓な子にには配慮をする．
かかわり 1．金体での発表辺やし 発表の仕方（手の上げ方戸の大きさ）を憲匹させる．

・係や当薔活勁を入れることでJ畢団の中での役＂を持 たせて居場所づくりをしていく。

ぷ rこ籟しみを詩たせ豫l如を拷たせる．
気付いているので、警殺の主漕と躙連させて隕拿を行う．ー............................................................................................
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保育参観・事後研では

保育・授業参観及び事後研
☆互いの教育の理解
☆「期待する子ども像」の検証

５．幼保こ小合同研修会

参観シート 園・校名（ ）名前（

： 参観する際のお願い

imi器翻悶拉占、口年‘らみ応じてください． I ： ＊写真撮影はご遠慮ください．

’----------------------------------------------------—’ ［参観シートについてJ

＊子どもの様子、保育者の援助、環境の構成などをよく見て．付箋に記入してください．

0例のように．横向き．横書きて書く

01つの項目を 1枚の付箋に記入

0カードの下部に所属と名前を記入

＊このシートは．参観後の研修会ても便います．記入後、忘れずにお持ちください．

〇貴色のカード⇒子どもの姿

主体的．よいなあ．學中になっているなあ．

おもしろいなあなどと感じた子どもの姿

［例J
r小学校みたいや」と場を教室に見立て、

学校て見つけたものや自分てイメージした

ものを工夫してつくっていく姿

大分県幼児教育センター武津

0ピンクのカード⇒保青書の環境の構成や擾助

よいなあ．この環填の蠣成や撮助が子ども

の姿につながったのては？と思うことを記

入

＂り）
体鹸人学の復．子どもたちの鴫想や怠い

を出し合う湯を設け．鼠学を棄しみにする

気持ちを共育したことが． r学校ごっこJ

（選び活動）につながった．

大分彙幼児教青センター 武津

→ 
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保育参観の見取りから「子どもの姿」と「環境構成や保育者の援助」を明らかにし、
小学校につながる資質・能力をグループで協議していく。

Iがどもの賽から呵える I
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小学校参観・事後研では

授業参観の見取りから「子ど
もの姿」と「指導」について、明
らかにし、育んでいる資質・能
力をグループで協議していく。

授業参観カード

校・園・所名（ ）名前｛

＊子どもの様子，教師の指導・環境づくL)などをよく見て，付箋に記入してください。峯後の協議て

使用します．

0例のように．横向き，棋書きて記入

01つの項目を 1枚の付箋に記入

0一番下に校ti・所名，名前を記入

◎黄色のカード⇒子どもの姿

子どもが主体的に学んでいると感じた姿を
記入

【例】

気付いたことを自分から追んて友達に伝え

ていた．

県幼児教育センター 試津

◎ピンクのカード⇒教師の撞導・環境づくリ

教師の指導・環境づくりて効果的だと思う
ことを記入

【例］

r5つの調べるカード」により、観察の視点

を明らかにしたことて、子どもたちの気付き

が広がった．

嘱幼児教育センター 武津

子どもの姿から考える5ァiE
＇ 考えをもち表現する子

thiぃ ZI 、N'9,,; ".. ~-

Irr, t9 

I“ t,.↑• ‘日

呵‘‘”.¥ 

”̀ m幻
虻·り1ヽt~べてヽら

呵＼‘• t9̀  
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A9泣ふ竹
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合同研修会

架け橋期にねられたカリキュ
ラムを組めば、１年生でも、
考えを持ち表現でき、伝え合
い、認め合い、探究心を持ち、
粘り強く取り組めると実感し
た。自分の学級でも「五感」
を意識して、様々なことに実
践していきたい。（小学校）

幼稚園で行ってることや幼稚
園で体験したこと、学んだこ
とを授業に取り入れてくだ
さっており、子どもたちが生
き生きと学習している姿、主
体的に活動する姿が見られて、
素晴らしい授業でした。私も
幼稚園の保育について見直し
たいと思いました。また、グ
ループワークでは小学校の先
生方と実りある協議ができ、
今後も続けていきたいと思い
ました。（幼稚園）

授業の中で自分たちの経験を
振り返った発言をいかに引き
出せるか、子どもたちも
「知ってる！経験してる！」
と自信を持って伝えられる事
がよく分かる温かい授業でし
た。（小学校）

「校区でつながる機会を早く
持ちたいな」「子どもを中心
にした話をしていくとどんな
ものが生まれるかな」となん
だかワクワクしてきました。
良い学びをさせてもらいまし
た。（小学校）

今まで以上に幼保小が連携や
協働しやすい環境を作ってい
ただけること、とてもありが
たいと感じています。（保育
園）

授業を通して、子どもたちが
安心して学びに向かっている
こと、表現し伝え合おうとし
ているところ、とても勉強に
なりました。協議では保育園
の先生ともお話できて、子ど
もを見る視点についてなど、
たくさん知ることができまし
た。（小学校）

昨年度まで園にいた子どもた
ちのののびのびとした姿を見
て安心しました。小学校の先
生と意見交換でき、勉強にな
りました。（こども園）

年長児がいないのですが、架
け橋プログラムにつながるよ
うな保育の活動に取り組んで
いきたいです。（保育園）

今回、初めて公開授業、研究
協議に参加させていただきま
した。小学１年生の子どもが
友達の話を聞くことができて
いる姿に感心しました。今回
の南部幼小のカリキュラムを
元に、今の保育（あそび）を
再度職員で考えてみる機会を
作っていこうと思います。
（保育所）

生活科の授業を見て、幼児教
育に近いなと感じ、幼小の連
携・接続を感じられる提案授
業でした。また一つ小学校を
知ることができ、日々の保育
につなげることができそうで
す。架け橋期のコーディネー
ターのお話もわかりやすく、
架け橋期のカリキュラム作成
の流れを確認でき、整理がで
きた気がします（保育所）

今まで、「園は園」「小学校
は小学校」という意識がどこ
かにありました。でも、今日
の授業やワークショップを通
して、子どもにとってはつな
がりがあるので、そのつなが
りを最大限活かしていきたい
と思いました。（小学校）

公開授業での先生の言葉かけ
により、子どもが生き生きと
活動する姿がとても印象的で
した。ワークショップで小学
校の先生と幼児教育施設の先
生が普段どうしているかとい
う話をしていて、つながりを
生む良い時間だったと思いま
す。今日学びを活かして進め
ていきます。（行政関係者）

子どもの体験、発言から課題
をつくることがやはり大事だ
なと思いました。（小学校）

幼保こ小のつながりや継続的
な学びを見ることができまし
た。子どもたちの気持ちや考
えがたくさん出てきて、とて
も良い授業だと思いました。
スタートカリキュラムだけで
なく、２年間というスパンで
考えられるよう学びを仕組ん
で行く必要があると感じまし
た。（小学校）

幼児期のプログラムをどのよ
うに小学校につなげていくの
かという新しい学びがありま
した。参加してよかったです。
（行政関係者）

子どもを真ん中にして、まず
は学校種を超えて、教職員、
関係者がつながることの大切
さを改めて感じました。（小
学校）

参加者感想纏



遊びのプロセス幼① 竹田市立南部幼稚園 6月上旬 (6月8日～ 14日） 「かえるごっこ」

【ねらい】友だちとイメージを共有して一緒に遊ぶ楽しさを味わう。

【内容】クラスみんなて同じイメージをもち，自分の思いを出しながら，遊びを創り出していくことを楽しむ。

【遊びのプロセス】 ＊遊びの中て育まれている資質・能力を次のように表している

閲＇霞閉閑雰刃紺 知識•技鮨の基磯 ［思考カ・判断カ・表現力の基礎:
戸・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー．，

； 子どもたちは、園庭て’見つけたかえるを図鑑などて＇調べて，飼育し，触れたり餌をあげたりしながら，毎日様子を観察している。保育者は，かえるを飼育して気付いたこと；
：を出し合わせたり，かえるが出てくる絵本（紙芝居）や歌，体操を保育に取リ入れたリして，子どもたちのかえるへの興味•関心を支えている。 ： 
ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・一--・一ヽ ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・一． 9

かえるのおうちがあるといい！

［考えを伝え合う，イメージを共有する a` 

ちを広くしたい↓
木がたリ

みたいな。前に
て使ったのはど

豆
聞紙をち

ールをいっ↓
てみんなが
おヽうちにしよ

気付いたことを
伝え合う

一［考えを伝え合う，工夫する 』

日

一
三

［ 
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‘店屋さんごっこをする 一一
一呈

どの遊びの場も見渡せるようになっ

ている。子どもたちは，自分て‘「‘‘かえ

る忍者’'修行」「おうち•お店屋さん」

「かえるフ゜ール」などの場を選択して

遊んて‘いる。場を行き来している子ど

もや，お店屋さんごっこのお客さんにな

って，参加している子どももいる。

口環境の構成・

◇援助のポイント

こ

口子どもの思いが実現てきるような道具（新間紙・大型積み木・段ボール箱など）や場の準備，使いたいときに自分たちて出して遊べるような道具

の配置，状況に応じたタイミングての素材や道具の提示を行う。

◇かえるへの興味をもち，友だちとイメージを共有して楽しめるような共通の経験をする場を設定する。

・かえるの飼育て気付いたことを共有する場 ・かえるが出てくる絵本の読み聞かせ，かえるの歌を歌う，かえるの体操等の経験等

◇遊びが発展していくように，様子を見ながら言葉をかけたり，子どものつぶやきや気付きに共感したりして，周りに広げる。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように，振り返りの場をもち，思いや困りを出し合い，みんなて共有したり，相談したりするよう促す。

【本活動・遊びて着目したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】
―- - /----- -
協同性

友だちと一緒にかえるになりきって遊ぶ中て‘,「かえるフ゜一

ル」「かえるのおうち」という共通のイメージをもつ。互いの

願い，考えなどを共有し，「もっと～したら」「～してみたらどう

かな」と考えを伝え合う中て‘，その実現に向けて，イメージが

広がり，工夫したり，協力したりして，楽しんて‘いる。

「～してみたい」という自分のイメージや願い，遊

びの中で気付いたことや困りなどを言葉にして伝え

合う中て‘，相手の話を間いて理解したり，共感したり

している。言葉にして伝え合うことて‘，協同性につな

がり，一緒に遊ぶ楽しさが増している。

【小学校以降へつながる資質・能力】

《知識・技饒の基磯》 《思考カ・判断カ・表現力の基礎》

・試したり工夫したリする。•かえるの生態を，図鑑などて調べて理解する。
•新聞紙や段ボールなど，いろいろな素材の性質に
気づき，イメージに合わせてつくる。

・用具の使い方を知り，使って体を動かす。

・友だちの考えに触れ，新しい考えを生み出す喜びや楽しさを知る。

•自分なリの表現をする。

・活動を振リ返り，次への見通しをもつ。

・好奇心をもち，主体的に遊ぶ。

・目的を共有し，話し合ったり，時には折り

合いをつけたリして協力する。



遊びのプロセス幼② 竹田市立南部幼稚園 6月中旬 (6月15日～20日） 「シャボン玉あそび」

【ねらい】自分なりに考えたり，気づいたことを友だちと伝え合ったりしながら，試行錯誤して遊ぶことを楽しむ。

【内容】友だちと一緒に、シャボン玉液作りや、シャボン玉遊び用の道具作りをして楽しむ。

【遊びのプロセス】 ＊遊びの中て育まれている資質・能力を次のように表している

悶＇胃閉’雰巧関 知識•技鮨の基磯

｀ 
［思考カ・判断カ・表現力の基礎 4

庁ぷ竺、↓「贔下;h霜芸雰虞ぶ贔芸誓嘉ぎって~；0作ることかて；知り，「やってみたい」「て‘きるかなあ」と興味をもち，「本当にて‘きるかやってみよ

うまくて` きない…。
一へ‘‘--—てきた！

Tどうやったらうまくてきるか教えてくれる？

Tすこ‘い！おもしろいことを考えたね

大きいシャボン玉ができた！

こうするといいよ！

T今日はシャボン玉がよくてき
る「魔法のシャボン玉液」を用意
したから，みんなてシャボン玉遊
び用の道具を作ってみよう。

マ- -,I-→七.-1-ゞ 出口.J..Sーが七+.Ĵ -, J -1-ヽ ＾ ＋•．ヽ J

」 こ ー四 l
一

の中からシャボン玉！マジックみたい！

もっとたくさん
作れないかな？

絵本みたいにいろんなものでシャボン玉を作りたい！ ― 液は市販のもの）
―ープの芯など筒形のものなどを使う

私も Aちゃんみたいなのを作りたい。どうやるの？ •つ→や―｀マみマ l

一
一



I 9 ¥.さ’ふー坦兵IJ̀ L ご／こ,1"d.。みん’士ー，ハつゃん

はこんな形の道具を作ったよ。他の人はどう？
ハートの形にしたらハートのシャボン玉がて‘きるかな？

れ？丸になった・・・（何度も作ってみる）ハートTいいことに気が付いたね。みんな，ハート
の形の枠を作ったお友だちがいるよ。

は四角にしてみよう！..•あれ？また丸になった

て！見せて！すご～い
ろうっと！

次は三角にしてみよう！・・・やっばり丸になる！

Tすごいことがわかったね！みんなにも教えてあげようよ！

ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・可

： 振り返りの場面て‘，友だちの話から枠の形が変わっても，シャボン玉の形は変わらないことを知り，他の子どもたちも枠の形を変えて試す姿が見られた。その後も，自分：

：て考えたリ，友だちのものを参考にしたりしながら自分て‘作った道具を使い，何度もシャボン玉作りをおこなっていた。また，自分たちて｀作ったシャボン玉液ても試してみ：

；て，「あんまりて‘きないなあ～。」「ちょっとならてきるよ。」「鏡みたいにならないと，シャボン玉はてきないからなあ～。」などと，つぶやく姿も見られた。 ： 
L.一・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・一

口環境の構成・

◇援助のポイント

口子どもの「やってみたい」という思いが実現てきるように，材料や道具（石けん，砂糖，スチレン皿，モール，紙コップやガムテープ・トイレットペーパーの

芯など様々な大きさの筒状のものなど）の準備，使いたいときに自分たちて出して遊べるような配置・遊びの状況に応じたタイミングて＇素材や道具

の提示を行う。

◇シャボン玉への興味をもち，友だちとイメージを共有して楽しめるような経験（シャボン玉の絵本や歌など）を設定する。

◇遊びが発展していくように，子どもの気付きや考えに共感して，まわりに広げていく。
◇試行錯誤する楽しさを味わうとともに思いを実現するために「どうしたらいいか」を子どもと一緒に考える。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように，振り返リの場て‘は，作ったものを紹介したり，気付きや考えを出し合ったリして，みんなて共有するよ

うにする。

［本活動・遊びで着目したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】

シャボン玉に不思議さや面白さを感じ，いろいろなシャボ

ン玉を作ってみたいという願いをもち，自分なりに考えたり，

予測したり，工夫したりしながら，シャボン玉の液作リや道具
作りを行っている。繰り返し試す中て‘，シャボン玉を作る方法

やシャボン玉の性質に気付くなど，科学的思考力が芽生え

ている。

言葉による伝え合い

------— シャボン玉遊びをする中て、，感じたり考えたりしたことを言

葉にする，自分のわからないことや知りたいことを尋ねる，シャ

ボン玉や道具の作り方を友だちに説明するなどして活動が共

有されている。自分の気付きや考えを友だちに伝えようとする

ことて‘，自分の考えがまとまったり，深まったりするようになり，

思考力の芽生えも育まれている。

【小学校以降へつながる資質・能力】

・判断力•
•石けんと砂糖を使ったシャボン玉液の作り方が分
かる。

・いろいろなやリ方を試したり，工夫したリする。
・予想したり比較したリする。

・好奇心や探求心をもつ。
・何度もやってみる。

・シャボン玉の性質に気づき，法則性が分かる。
•いろいろな道具を使って，シャボン玉を作る。

・友だちの気付きや考えに触れ、自分の遊びに取り入れる。 •うまくいかなくてもあきらめずにする。



遊びのプロセス幼③ 竹田市立南部幼稚園 II月上旬 (II月2日～ 15日）「秋のお店屋さんごっこ」
【ねらい］秋の自然物を遊びに取り入れ，友だちと考えを出し合い，工夫したり協力したりしながら，遊びを進めていく楽しさを味わう。

【内容】秋の自然物を使って，友だちと一緒にお店屋さんごっこを楽しむ。

【遊びのプロセス】＊遊びの中て育まれている資質・能力を次のように表している

＿屯子駐止柔庄丑凶 知識•技鮨の基礎
ー・一.-.一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一.-.一・一.-

： 子どもたちは，秋のバス遠足や園外保育て拾ってきた自然物を自分のあそびに取り入れて楽しんている。そこて保育者が「ドングリやまつぼっくり，落ち葉を使ってクラ i 

iスみんなて何かして遊べないかな？」と言葉をかけると，「お店屋さんごっこをしよう！」ということになった。 ！ 
ー・一.-.一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一.-.ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一・ー・一・一・ー・一・一・ー・一ヒー・一ーー・一.-.一・一.-.一・一.-.一・-・-・一.-.一・一.-.一・一.-.一.-.一・一.-.一・一.-.一.-.一・一.-.一・一.-.一.-.一・一.-.一・一.-.一・

一
ゃ屋さんに、ゲ

→ →」・ヽLー→ヽ 一 一 一どんなお店屋さんにするかをみんなて相談して決める。
（おもちゃ屋さん／ペットショップ ／服屋さんIレストラン）

自分のやりたいお店屋さんを選ぶ。

T人が足りないね…ケーキ
もラーメンもお寿司も食べ
られるお店はないかな？

ツ

けど，上手く

Bちゃんが上
ているよ。どう

ー・・・
し‘ 一

ない…みんな
かヽら，もっと作

匿置冒

一‘店に必要な物（看板やメニュー表など）をつくる。

キなお店がてき
、スものはないかな． 一 一お金がいるよ！

ー・

お財布もいる！

‘客さんに必要な物（お金とお財布など）をつくる。

一 一（心中芦幻や心歪七 L 1-ナ、ーが祐？ゞ
ヽ _ <:• ●l-

/-.... .. — - .. -------



口環境の構成

◇援助のポイント

っしゃい！かわ
とお散歩てきま

一
日

お客さんがいなくて困った。

---------- l -9- ----- — 

口お店屋さんや秋の自然物に関する絵本を読み間かせたり，絵本コーナーに設置して自由に見たリ読んだりすることがてきるようにする。

•どう

口子どもたちが遊びやすいように，拾ってきたドングリを茄てたり，落ち葉を新聞紙に挟んて押し葉にしたりするなどの下準備をする。また、子どもたち

の発想が豊かになるように十分な量を用意するとともに，使いやすいように種類ごとに分けて配置する。

□ドングリやまつぼっくりなどの自然物や、空き箱などの廃材、セロテープなどの道具を使いたい時に自分たちて出して遊べるように配置するととも

に、子どもの要望や状況に応じたタイミングて‘素材や道具を提示する。

◇遊びが発展していくように、様子を見ながら声をかけたり、子どもの思いや気付きに共感したりして、周りに広げる。

◇共通の目的を意識して遊びを進められるように、振り返りの場ては、作った物を紹介したり、気付きや考えを出し合ったりして、みんなて共有するよう

にする。また、困りに対しては、「どうしたらいいか」をみんなて考えたり相談したりするように促し、解決策を子どもと一緒に考える。

【本活動・遊びで着目したい「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」】
- ―---へ/-

協同性

みんなてお店屋さんごっこを楽しむという共通の

目的の実現に向けて，考えたことを伝え合いなが

ら，工夫したり，協力したりし，充実感をもって自分た

ちで遊びをすすめている。

感じたことや気付いたことを友だち同士で伝え合

ぃ，相手の考えに共感して取り入れたり，相談して決

めたりすることで協同性が高まり，遊びがよリ発展し

ていっている。

【小学校以降へつながる資質・能力】

唖璽技能”四 I "考か鴨珈粗力の割t〗
•お店屋さんごっこに必要な物に気付く。 1 ・試したり工夫したりする。

K学びに向かうカ・人間姓＿等＞メ

•お店屋さんごっこに必要な物を作るために，いろいろな ・自分なリの表現をする。

素材の性質や道具をうまく使い，自分のイメージを実 ・友だちの考えに触れ，新しい考えを生み出す喜びや

現させていく。 楽しさを知る。

•お店屋さんとお客さんのやり取りを楽しみながら，関わ ・活動を振リ返り，次への見通しをもったり，遊びをよリ

り方に気付く。 ， よくするためにどうしたらいいかを考えたりする。

・好奇心や探求心をもち，主体的に遊ぶ。

・目的を共有し，話し合ったリ，時には折リ合いをつけ

たりして協力する。

・友だちのよさに気付き，自分も取り入れて遊ぶ。



遊びのプロセス幼④竹田市立南部幼稚園 12月上旬 (12月5日～15日）表現あそび「南幼‘ノーランをしよう！」
【ねらい］共通の目的に向かって考えを出し合い，工夫して表現することを楽しみ，みんなて創りあげていく充実感を味わう。

【内容】発表会に向けて，踊りの内容や見せ方を自分たちで考え，工夫しながら，クラス全員で表現あそびを楽しむ。

【遊びのプロセス】＊遊びの中て育まれている資質・能力を次のように表している

研霞刃阻刃辻紺 知識・技饒の基磯 ［ 思考カ・判断カ・表現力等の基礎］

『--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一・ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.---.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.--ー・一・ー・一--.ー・一.---

: q月の幼小合同運動会に参加した子どもたちは，小学生の全校リズム『南小‘ノーラン』に憧れをもち，自分たちも「踊りたい！」という願いをもった。保育者が小学校か

！ら CDを借りてくると，毎日自分たちて曲をかけ，友だち同士て教え合いながら夢中になって踊る姿が見られた。また『運動会ごっこ』でも，『南幼‘ノーラン』としてプログ

：ラムに取り入れ，クラス全員て‘楽しんだ。 II月になり，発表会に向けての表現あそびを楽しむ中て‘，子どもたちは「『南幼‘ノーラン』をおうちの人に見てもらいたい！」という

｛さらなる願いをもち，発表会のプログラムにも取り入れることになった。

ロコ こー 「ーテ

~ 

一一
冒薗 私，まだ踊りが分からないところがある…。

Tそれはいい考えだね。踊りを覚えている人が
前にいたら，見ながら安心して踊れるね！ 一誰が前に来るようにする？

一一3~4日目
一T並び方が決まって良かったね！
他に何かいるものはないかな？

一 T運動会ごっこは外て踊ったけど，今度
はステージて踊ってみてどうだった？

ぶつからないように，列を増やしたらいい。---やってみよう！

一一
一T 自分たちの踊りを見て，ここが良かっ

たとか，もっとこうしたらいいとか，何
か気がついたことはあるかな？

匿置冒

― 
お友だちの間から顔を出すようにしたらいい。



一 Fちゃんのリボンかわいい！
私も作りたい！どうやって
作ったの？教えて！

Tどうしようか？

一
I- -

下のところを切って短くしたらいいんじゃない？

口環境の構成

◇援助のポイント

自立心

― 一 まっすぐ伸ば
こよくなるよ！

一
やってみよう！

口子どもたちが興味をもった『南小‘ノーラン』の CDとCDデッキを用意し，自分たちて曲をかけてくり返し楽しむことがて‘きるようにする。

口タブレットや大型提示装置を活用し，自分たちの姿を客観的に見ることて‘，もっと良くなるためにどうしたらいいかを考えられるようにする。

口普段から多様な素材や道具に触れられるよう，また，使いたい時に自分たちて出して遊べるように配置しておくとともに，子どもの要望や状況に

応じたタイミングて必要な素材や道具を提示する。

◇子どもたちがこれまての自分の経験をもとに考えたり，工夫したりすることがて‘きるように，タイミングを見て声をかけるようにする。

◇保育者から働きかけるのてはな<,振り返りの場をもち，子どもたちの困りや気づきからどうしたらいいかをみんなて考えるようにする。

【本活動・遊びて着目したい「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿」】

ー ／

自分なリの表現を楽しむだけてな<,共通の目

的の実現に向けて，友だちと一緒にそれまでの経

験を生かしながら考えを出し合い，工夫して表現

することを楽しみ，自分たちて‘遊びをすすめていく

ようになる。

協同性

共通の目的に実現に向けて，考えを出し合

ぃ，工夫したり協力したりしながら，充実感を

もってやり遂げる。また，その過程て‘それぞれ

の持ち味が発揮され，友だちのよさを認め合

うようになる。

【小学校以降へつながる資質・能力】

k知識・技熊の基磯≫ 怪学［ハ＃粒ウカ上人閏＿性等＞メ
・好奇心をもち，主体的に遊ぶ。•発表会のプログラムとして，みんなの踊りがお客さんに

よく見えるようにするにはどうしたらいいか，もっとかっ
こよく踊るためにはどうしたらいいかに気付く。

・踊りに必要な衣装を自分たちて作リ，必要に応じて調

整する。

・気付いたことを自分なりの言葉て‘表現し，伝える。

•これまでに経験してきたことを活用し，もっと良くなるた
めにどうしたらいいかを考え工夫する。

・友だちの気付きや考えを自分も取り入れ，遊びをさら
に発展させたり，新しい考えを導き出したりする。

・目的を共有し，話し合ったり，時には折り合いをつけ

たリして協力する。

・友だちの気付きや考えに共感したり，友だちのよさ
に気付き，認めたりする。
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